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研究成果の概要（和文）：共同研究先である、板橋区および戸田市と連携し、小学1年生から中学3年生までに各
学年で学ぶ上で必要なリーディングスキルを普段の授業や、朝学習等の時間を活用して、どのように身に着けて
いくかについてのトレーニング法や教授法について検討を行った（新井、犬塚、菅原）。特に板橋区において読
み解く力を身に着けるためのカリキュラム及び授業案の設計を支援した。また、リーディングスキルテストの選
択肢の設定により、受検者が誤った信念に基づいて誤った選択肢を選択しているか否かを解明するための統計モ
デルを考案した。

研究成果の概要（英文）：In collaboration with Itabashi Ward and Toda City, we proposed training and 
teaching methods which enhance learners' reading skills (Arai, Inuzuka, Sugawara). Especially in 
Itabashi Ward, we supported the design of curriculum and lesson plans to acquire the ability to 
read. We also devised a statistical model to clarify whether or not the examinee chose the wrong 
option based on misconception by setting appropriate options of the reading skill test.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
考案したリーディングスキルテストで測定する汎用的基礎読解力が学力を形作るキーコンピテンシーであること
を明らかにしたとともに、汎用的基礎読解力を身に着けるための授業案やカリキュラムを教育委員会や学校と連
携して考案し、日本の学力向上に資する研究を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
21 世紀の知識基盤社会においては，人生を通じて必要となる知識やスキルを確立され
たカリキュラムの枠組みだけでは十分には獲得できないため，生涯にわたり学び・学習
の活動を続けていく「生涯学習」が必要となる．その形態が，アナログかデジタルか，
直接か遠隔かに関わらず，学習コンテンツの多くが書記言語の「読解」を前提として構
成されている．その意味で，知識基盤社会とは，書記言語の運用能力の如何が労働市場
での価値を大きく左右する社会とも言えよう．  
一方，学習者間で看過できない読解力の差が生じていることは動かしがたい事実である．
たとえば，数学の予習をしようとしても新しい単元の定義を読解することができず断念
する中学生や黒板の文字を書き写すことができない高校生は決して珍しくない．だが，
ディスレクシアのように学習障害として認識されれば診断法や体系的な学習支援の方
法が検討されるが，それ以外では，標準的な発達モデルと異なる認知特性を有する学習
者のつまずきは科学的に分析されず，やる気や科目の得手不得手の問題として片づけら
れてしまいがちである．それはなぜか．「初見のテキストを読解する」上で各学習者が
どのような困難を抱えているかを診断する標準的な方法がこれまで存在しなかったこ
とが，要因と考えられる．読解力が知識基盤社会を生き抜くための核心的スキルならば，
すべての学習者がそれを一定程度身に着ける教育プログラムがあることが，格差の少な
い民主的な社会の形成の上で強く望まれる． 
かつて，「読解」はいわゆる「読み書き」と区別されておらず，文や談話から意味を理
解したり，推論を運用したりする力は，多くの良書に触れることによって自然に涵養さ
れると考えられていた．だが，センター入試の科目間比較や大規模学力調査等の結果な
どから，文学鑑賞能力とシステマティックな言語運用能力が必ずしも直結しているわけ
ではないことが次第に明らかになりつつある． 
読解力を単なる「読み書き」や文学鑑賞と分離し認知プロセスとしてモデル化する試み
は，自然言語処理の発展とパラレルにこの
30年ほどで急速に深化してきた．文章全体
の表象に至る読解のプロセスは，図 1に示
すように，文字・単語，文，談話の 3つの
処理レベルに大別することができる．たと
えば，「原点 Oと点（1,1）を通る円」と言
う記述が教科書にあったとき，始めに読み
手は文字を読み単語の意味にアクセスす
る．ここで「原点」「通る」等の単語が意味
と結びついている必要がある．文理解のレ
ベルでは，単語間の関連を命題として表象
する．このとき，単語間の関連を 
示すのは統語であり，その処理の流暢さと
正確さが問われる．上の例で言えば，文に
示された情報を表象する図を正しく選択できるかをテストすることで（数学の問題解決
スキルではなく，数学という領域の文に関する）統語処理のスキルの有無やレベルを評
価することができよう． 
談話レベルの処理について，Kintsch(1998)は「ミクロ構造」と「マクロ構造」という 2
つを想定している．ミクロ構造は，命題と命題のオーバーラップ情報をもとに命題同士
を関連付けた表象である．一方，マクロ構造の構築は，文章全体を構造化し，ミクロ構
造をまとめるような「マクロ命題」を選択・創出する過程である．代名詞などの照応詞
が用いられている場合などミクロ構造が明確でないときは，その指示対象を推論するこ
とが必要になる．文中の指示対象を正しく抽出できるか，二文間の含意関係を正しく認
識できるか，さらには談話の文意を適切に要約できるか等をテストすることによって，
マクロ構造の構築に必要な基礎的な読解力が身についているか否かを判定することが
可能になると考えられる．これらの処理を経て，形成される文章全体の表象のうち，テ
キストに明示される情報の表象を「テキストベース」と呼ぶ．PISAなどの学力到達度調
査では，読み手の知識に関連付けられた表象（状況モデル）が重視されるが，その基盤
となるのは正確なテキストベースであるため，本研究ではそこに焦点を当ててテスト開
発を行なう．このような認知モデルに沿って読解力を測定する試みもされているものの
（北尾 1985），学習障害の有無のスクリーニングを目的としたものが多く，中等教育の
一般的な学習者の読解力を測定するものとしてその信頼性や妥当性が確認されたもの
は見当たらない． 
 



２．研究の目的 
 
本研究では，項目応答理論を用い，分野やコンテンツへの親密度等に左右されない「汎
用的読解力」の認知特性を高い精度で診断する標準的なテスト（リーディングスキルテ
スト）を開発し，教育現場に提供する．これにより，学習到達度調査等では十分に把握
できなかった各学習者の要素スキルレベルの読解の特性や得意・不得意を浮き彫りにす
る．学習支援者が各学習者の読解力に関する認知特性を正確に知ることで，真に一人一
人の能力や特性に応じた教授法の開発が可能になり，公平で生産性が高い社会への道が
拓かれる．具体的な目標は，すべての学習者が（科目によらず）自力で中学・高校の教
科書を読解できる「汎用的読解力」を身に着けることである． 
 
３． 研究の方法 

 
項目応答理論に基づいてテストの作成・評価・運用を行うと，適応型テストを実施する
ことが可能となり，受験者ごとに問題の異なるその人の特性値に見合った難易度のテス
トを，長時間受験者を拘束することなく実施することが可能となる．その結果，従来の
テストよりも少ない項目数でより精度の高い受験者特性値の測定ができる．複数の認知
プロセスにかかわる特性値を測定するための統計モデルに認知診断モデルがあるが．特
性値を能力を有するか否かという 0,1で判断するという欠点がある．項目応答理論を用
いれば特性値を連続量として細かく推定することが可能だが，高い精度で測定するには
膨大なデータが必要という難点がある． 
本研究の特徴は，教育現場に普及しつつあるタブレット PC のキラーアプリとなり得る
読解力テストを開発することによりビッグデータを収集し，認知診断モデルと項目応答
理論の長所を兼ね合わせた「個々の汎用的読解力を連続量で測定する」テストおよび分
析モデルを開発することにある． 
まず，汎用的読解力を構成する要素の検討を行い，それぞれのに対する能力値測定をタ
ーゲットとした問題（項目）の作問を行う。期待される「要素」は包含関係にはないが
互いに関連し合っていることが望ましい。加えて、その要素を測る問題群が高い 1-
dimensionalityを有することが望ましい。それと並行して、タブレット PC上で動作す
る「リーディングスキルテストα版」を 2016 年度に開発する。この段階では、作問し
た項目の難易度は不明なので、ランダムに出題し、解かせ、データを収集することを目
的としたシステムである。被験者には、正答率のみを返却するが、異なる項目を解いて
いるため比較することはできない。その上で、協力する教育委員会及び高校等を募り，
毎年数千人以上の規模でリーディングスキルテストを実施する．年ごとに協力機関を増
やし，データ数を増やしていく．各項目について（ランダムな被験者の）反応データが
集積される結果、それぞれの難易度を推定できるようになる。難易度の推定ができた項
目が十分蓄積できると、項目応答理論に基づき、各被験者の「能力値」を推定できる「リ
ーディングスキルテスト」を開発できる。県単位，さらに全国規模で収集されたビッグ
データを利用すれば，多様性がある学習者の認知特性や得意・不得意の傾向を潜在クラ
スモデル等によりクラスターに分類することができる．あるいは，線形ロジスティック
テストモデル（Linear Logistic Test Model，LLTM）などのモデルを用いて，問題に含
まれる様々な特徴が問題の難しさに対してどのように寄与しているのか明らかにする
ことができる．このように，学習者の認知特性と問題の難しさに対して細かなモデリン
グを行うことにより，読解力に関係する各認知プロセスと問題の特徴との関係も明らか
となり，学習支援者がテーラーメード教育を開発する上で重要な手がかりを与えること
ができるようになる． 
最終的には、小学 6年生から社会人まで、ひとつのシステム（リーディングスキルテス
ト）を用いて、汎用的読解力の各要素について、受検者がどの程度の能力を有している
か、短時間かつ高精度で推定することを目指す。加えて、我々が提案する汎用的読解力
（リーディングスキル）が、いわゆる学力とどのような関係があるかを解明し、各学習
者の読解に関する認知特性に基づき，一人一人の能力や特性に応じた教授法の開発を試
みる．以上の研究プロセスをスパイラルアップすることで，標準的な読解力スキルテス
トの SaaS（Software as a Service）化と，読解に関する代表的な認知特性に対する効
果的な教授方法やカリキュラムを提供することを目指す．  
 
 
 
４． 研究成果 
 
研究計画に従い、まず汎用的読解力を構成すると考えられる要素の検討を行った。自然
言語処理の既存ベンチマークを参考に、①係り受け解析（文の基本構造を捉え、文中の
どの部分が主語、述語、目的語にあたるかを四択で選ぶ）②照応解決（指示詞の指示先



や省略された主語や目的語を、四択で選ぶ）
③同義文判定（与えられた 2文が、同義か否
かを二択で選ぶ）④推論（提示文を読み、そ
れを根拠に、与えられた文が正しいと言える
か、誤りか、どちらともいえないかの三択か
ら選ぶ）の 4要素について、２００字程度ま
での説明文を教科書から引用し、①～④の観
点を問う項目を１００問ずつ作問した。リー
ディングスキルテストα版に、それらの項目
を搭載し、オンラインで受検できる仕組みを
構築し、3千人程度の中高校生に解かせた。 
図２は係り受け解析の問題の一例である。 
 
 
その結果、比較的易しいと思われる図２のような問題でも中学生の 1/3が間違えること
が明らかになった。教科書に掲載されている初学者を想定し、発達段階等にも配慮し、
指導要領に則って書かれた平易な説明文であっても、少なくない中学生が読解に失敗し
ている実態を表す結果だと言えよう。本予備調査結果から、①～④が、（少なくとも中
高校生の）汎用的読解力を構成する要素として適切である可能性が高まった。その後、
言語情報と非言語情報を正しくつなぐ能力を測る⑤イメージ同定、と、定義（理数的定
義と、辞書的定義）を読み理解し、その具体例を選択する⑥具体例同定、という２要素
を加えた。⑤と⑥は４つの選択肢から「当てはまるもの（当てはまらないもの）」をす
べてえらぶ複数選択式である。以上の 6要素の観点から汎用的読解力を測るリーディン
グスキルテストの骨格を定め、各要素の能力測定のための項目を作問し、リーディング
スキルテストα版を用いて累計 25 千人の中高校生、大学生、社会人を被験者としてさ
らに調査を行った。 
その結果、我々が設計した各要素に関する問題の仕様は、テスト理論における一貫性、
信頼性の観点からも、要素内の難易度の分布からも適切であることがわかった。 
本研究で考案したテストでは、出典として教科書、新聞、辞書、行政文書などの「説

明文」を用いている。その中でも主たる出典は教科書と新聞である。教科書を題材とし
て出題し、深い内容理解やそこから得られたスキルの運用ではなく、「読めるか否か（だ

け）を問う」場合、既にその箇所を
習った学年では、その引用文およ
び引用文が表す内容を授業等で知
ってしまっているため、異なる学
年の読解能力を正しく測れないの
ではないか、との疑念が生じる。ま
た、大学生や社会人にとっては、当
該内容を覚えているか否かの記憶
テストのようになってしまう恐れ
がある。しかし、小中高校、新聞、
辞書等の出典による難易度の違い
を測定したところ、ほぼ変わらな
い、ということがわかった。図３は
出典ごとの項目難易度の分布をま
とめたものである。平均値（太字）
が、小中高の教科書出典の問題で
ほぼ一定であることが確認できる。 
 
 以上のことから、本研究で開発
したテストは、提示された 200 字
程度の説明文を字句通りに正しく

読解できるか否かを、小学生から社会人まで、信頼度高く短時間で測定できるテストで
あることが確認できた。また、その能力が学力を左右し、また進学し得る学校をほぼ決
定することがわかった。 
 
そこで、本テストを社会実装し、研究成果を広く社会還元するために、2017年 7月に

一般社団法人教育のための科学研究所（S4E）を設立し、本リーディングスキルテスト
を小学 6年生（現在は小学 5年生）から社会人まで広く提供することとした。2017 年 7
月までの研究成果については論文および書籍で公開し、S4Eと共同研究する中で特許に
至ったものについては、特許として公開した。 
 2022 年 5 月段階で、リーディングスキルテストの受検者数は累計 25 万人を越えた。 
 リーディングスキルテストの社会実装を終えた後、我々は、もうひとつの課題である、



「汎用的読解力を向上させる学習支援」について、共同研究先の戸田市教育委員会およ
び板橋区教育委員会と連携して助言指導、カリキュラム策定に注力した。その成果は、
「いたばし学びのプラン２０２１」の「読み解く力を育成するカリキュラム」にまとめ
られた。 

 
リーディングスキルテストに関連して、本研究期間中に 700を超えるメディア報道が

あり、また以下の賞を受賞した。 
 
2022年 5月   第四回 JTS 学術賞, 公益財団法人 Japan Treasure Summit 
2019年 7月   AI vs. 教科書が読めない子どもたち, ビジネス書大賞 2019, ビジネス
書大賞実行委員会 
2019年 1月   2018年度エイボン女性年度賞教育賞, エイボン 
2018年 11月   AI vs. 教科書が読めない子どもたち, 山本七平賞, PHP研究所 
2018年 11月   AI vs. 教科書が読めない子どもたち, HRアワード 書籍部門 優秀賞, 
日本の人事部 
2018年 11月   AI vs. 教科書が読めない子どもたち, 大川出版賞, 大川財団 
2018年 10月   AI vs. 教科書が読めない子どもたち, 石橋湛山賞, 石橋湛山記念財団 
2018年 7月   AI vs. 教科書が読めない子どもたち, 第 28回「TOPPOINT大賞」（2018
年上半期）, TOPPOINT 
2018年 6月   AI vs. 教科書が読めない子どもたち, 日本エッセイスト・クラブ賞, 
日本エッセイストクラブ 
2017年 12月   出題領域と解答時間を考慮した項目選択アルゴリズムの性能評価, 日
本テスト学会大会発表賞, 日本テスト学会 
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